
森
本
議
員
は
、
井
原
市

内
の
幼
稚
園
す
べ
て
で
給

食
を
実
施
し
て
は
と
提
言

し
ま
し
た
。

佐
藤
勝
也
教
育
長
は
、

昨
年
、
井
原
市
教
育
審
議

会
よ
り
「
望
ま
し
い
食
習

慣
の
形
成
や
食
育
の
面
か

ら
地
域
の
実
態
に
即
し
、

幼
稚
園
へ
の
給
食
の
導
入

を
図
る
こ
と
」
と
答
申
を

い
た
だ
い
て
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
平
成
十
九
年

五
月
か
ら
西
江
原
幼
児
園

の
給
食
を
開
始
し
た
。

全
幼
稚
園
で
実
施
と
な
れ

ば
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

保
護
者
な
ど
関
係
者
に
で

き
る
だ
け
早
く
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
な
ど
し
、
実
施

す
る
方
向
で
検
討
す
る
と

答
え
ま
し
た
。

森
本
議
員
は
、
平
成
十

二
年
に
配
置
し
た
地
区
公

民
館
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

を
提
言
し
ま
し
た
。

佐
藤
教
育
長
は
、
現
在
、

更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
生

涯
学
習
課
で
四
十
台
程
度

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
一

括
整
備
し
、
公
民
館
の
要

請
に
よ
り
貸
し
出
す
と
い

う
方
式
で
早
急
に
や
り
た

い
と
答
え
ま
し
た
。

石
井
議
員
は
、
多
重
債

務
者
の
救
済
の
た
め
、
市

の
援
助
体
制
の
確
立
を
求

め
ま
し
た
。

瀧
本
豊
文
市
長
は
、
今

後
は
多
重
債
務
問
題
だ
け

に
絞
っ
て
被
害
予
防
と
問

題
解
決
に
向
け
て
の
広
報

や
啓
発
活
動
が
必
要
と
考

え
る
。
学
校
教
育
、
社
会

教
育
の
中
で
も
啓
発
し
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。

地
域
で
高
齢
化
が
進
み

諸
事
情
で
側
溝
の
清
掃
が

困
難
な
個
所
が
あ
る
。
市

で
対
応
を
と
求
め
、
市
長

は
市
で
対
応
す
る
と
答
え

ま
し
た
。
溝
蓋
脱
着
機
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
今
後

は
宣
伝
す
る
と
答
え
た
。

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

谷本仲弥議員◆協働のまちづくりについて ◆家庭ごみ有料化の導入について

川上武徳議員◆美星国保診療所について ◆救急患者の受け入れ体制について

大滝文則議員◆市長就任後１年経過した現在の考え方について ◆市民病院の抜本的刷新について ◆新市

将来構想・建設計画について

森下金三議員◆健康増進事業と地域活性化事業について ◆有害鳥獣対策について

河合建志議員◆川相小学校の施設使用の覚書の改正について ◆農業用ため池の安全管理について
鳥越孝太郎議員◆少子化対策の充実強化について ◆鉄道井原線の福山駅乗り入れの

増便、岡山・倉敷駅乗り入れについて

佐藤 豊議員◆災害時応援協定と減災対策について ◆自治体のメタボリック対策

について ◆生涯学習の拡充について

水野忠範議員◆地震災害の予防と対策について

宮地俊則議員◆井原市民の健康について ◆市街地における国道の歩道整備につい

て ◆空き家対策について ◆ごみ問題について

森本典夫議員◆市立幼稚園の全園で給食の実施を ◆地区公民館に設置しているパソコンの更新を ◆行政

対象暴力の発生状況とこれに対応する全職員（職場）への対策は ◆市長の公約実現の結果

（実績）と実現に向けての今後の取り組みは ◆市内の看板などの総点検を行い、早急に必

要な処置を ◆鳥獣による農作物被害に対して農林課に猿やイノシシ等が駆除できる専門家

を配置し、市独自で迅速・的確な対応ができる体制の確立を ◆井原市民病院の移転地とし

て購入した地蔵平の利用計画は。また、市が保有している遊休地の実情と利用計画は

鳥越 勇議員◆農業行政について ◆平櫛田中旧住宅兼アトリエの運用について

石井敏夫議員◆多重債務者救済の窓口を設置して自治体の援助体制の充実を ◆市内のすべての水路がきれ

いに清掃できるようにしては
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２００７年（平成１９年）井原市議会９月定例会の質問項目

森本市議

石井市議

井
原
市
議
会
九
月
定
例
会
が
、
九
月
十
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
十
二
議
員
が
質
問
し
、
日
本

共
産
党
の
森
本
ふ
み
お
、
石
井
敏
夫
両
議
員

は
十
三
日
に
質
問
し
ま
し
た
。
両
議
員
の
質

問
と
答
弁
の
一
部
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全幼稚園
での給食

実

施

す

る

方

向

で

検

討

を

約

束

佐
藤
教
育
長
が
答
弁
で

地
区
公
民
館
の

パ
ソ
コ
ン
を
更
新

今

後

は

こ

の

問

題

に

絞

っ

て

啓

発

石
井
議
員
の
質
問
に
市
長
答
弁

多重債務
者 救 済

清
掃
困
難
な
側
溝

は

市

で

対

応

を



６月９月12月３月６月10月12月３月６月９月

水野　忠範 ○ ○ ○ 3
内田美千子 ○ ○ ○ ○ 4
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ 5
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ 4
森下  金三 ○ ○ ○ 3
田辺　隆則 ○ 1
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ 4
佐能  直樹 ○ ○ 2
三宅  康之

石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
谷本　仲弥 ○ ○ 2
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ 4
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12

辞　　  職

発言
回数

議   　    　　長

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年

議  長

収   入 支   出 純利益

515,875,845 497,645,783 18,230,062
27,580,629 26,373,461 1,207,168

2,206,248,855 2,529,230,728 -322,981,873
井原市民病院 2,170,854,939 2,319,142,870 -148,287,931
美星国保病院 35,393,916 210,087,858 -174,693,942

平成１８年度３企業会計収支決算状況　　　          単位円

水道事業会計
工業用水道事業会計
病院事業会計

区   分

２００７年(平成19年)９月２７日 井 原 民 報（第１０５号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

井原市議会９月定例会で一般会計の補正予算

が3億8,370万円組まれました。これを加えると

今年度の一般会計予算の合計は186億4,020万円

（前年同月と比較すると6.9％の減少）になりま

す。 主な一般会計の補正予算は次のようなも

のがあります。

森本・石井市議の

生 活 相 談
と き
毎週月曜日 午前１０時～１２時

ところ
日本共産党市議団事務所 井原町103

でんわ
６２－６２００ (党市議団事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)
６２－４６６７ (石井 敏夫宅)

井
原
市
議
会
は
、
左
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
二
名
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
一
名
、
個
人
情
報
保
護
不
服

審
査
会
委
員
の
任
命
や
委
嘱
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
（
任
期
３
年
）

在
間

弘
文

井
原
市
大
江
町

六
十
歳

落
合

孝
子

井
原
市
西
江
原
町

六
三
歳

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
任
期
３
年
）

中
村

滋
男

井
原
市
高
屋
町

七
〇
歳

井
原
市
個
人
情
報
保
護
不
服
審
査
会
委
員
（
任
期
２
年
）

阿
部

浩
二

岡
山
市
高
島
新
屋
敷

八
二
歳

服
部

忠
文

岡
山
市
森
下
町

七
四
歳

藏
本

元
代

井
原
市
門
田
町

六
九
歳

内
田
美
千
子

井
原
市
上
出
部
町

六
五
歳

川
相

善
雄

井
原
市
七
日
市
町

六
六
歳

９月議会で下記の３企業会計の決算審査をおこない、
３会計とも全会一致で承認しました。

請

願

の

審

査

結

果

●
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し
と
、
多
様

な
担
い
手
の
育
成
を
求
め
る
請
願

・
・
採

択

●
日
豪
を
は
じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
路
線
を
転
換
し
、

自
給
率
の
向
上
と
食
糧
主
権
に
も
と
づ
く
農
政
を

求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
・
・
不
採
択

●
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
条
件
の
緩
和
に
反
対
し
、

全
頭
検
査
へ
の
予
算
措
置
の
継
続
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
・
継
続
審
査

●
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減
と
、

国
産
飼
料
の
増
産
、
循
環
型
畜
産
の
発
展
を
図
る

施
策
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
・
・
採

択

●
地
方
財
政
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
・
・
採

択

●
県
・
国
に
対
す
る
私
学
助
成
増
額
の
意
見
書
の
提

出
を
要
請
す
る
請
願

・
・
・
・
・
・
・
採

択

●
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願

・
・
・
・
・
・
・
採

択

森
本
・
石
井
両
議
員
は
不
採
択
分
は
採
択
を
、
継

続
審
査
分
は
採
決
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

国庫負担金等精算返還金 ・・・１,４９５万円

国民健康保険事業特別会計繰り出し金

・・・１億２,８８０万円

妊婦健康診査等委託料(無料受診を２回から５回

に拡大) ・・・・３９６万円

ピオーネ大国おかやま創造事業費補助金（岡山

西農協ぶどう部会へ） ・・・２,２９５万円

農業用道路等の修繕工事費・・・２,７００万円

農業用水路等の新設改良費・・・３,３１０万円

道路の修繕工事費等 ・・・７,５５０万円

井原地区消防組合負担金 ・・・２,０２０万円

稲倉公民館駐車場用地（859㎡）取得費

・・・・７９９万円

一般会計補正予算

３億８,３７０万円
合計前年同期比６.９％の減

瀧本市長は先般の職
員の不祥事に対する管
理責任をとって１０月
１１月にそれぞれ８万
９千円減給する条例改
正をしました。

市長給与を
２ヶ月間減給


